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会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度 第４回所沢市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時 令和４年 12月 26日（月）午後２時 00分から午後４時 00分まで 

開 催 場 所 所沢市役所 ８階 大会議室 

出 席 者 の 氏 名 審議会委員  

山谷 修作、秋元 智子、河合 一広、鈴木 克彦 

尾崎 範子、神藤 年三、宮髙 隆、木下 公次、 

澁谷 正則、柿木 薫、坂根 裕子、平山 順子 

欠 席 者 の 氏 名 髙橋 秀世、松尾 恵 

議 題 （１）第３回審議会における主な意見と対応について 

（２）一般廃棄物処理基本計画について 

   （基本理念、基本方針、施策、目標） 

（３）その他 

 

会 議 資 料 

【次 第】 

（１）資料１：委員名簿 

（２）資料２：第３回審議会における主な意見と対応 

（３）資料３：基本理念、基本方針、施策、目標 

担 当 部 課 名 環境ｸﾘｰﾝ部長 並木 和人   環境ｸﾘｰﾝ部次長 大舘 真哉 

 

資源循環推進課 

 課 長 山屋 貴裕 

 主 査 飯塚 健    主 査 風間 晴夫 

 主 任 田中 綾華       渡辺 尚子 

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ所長   大館 正 

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ主幹   吉田 孝之 

西部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ所長   深谷 康博 

西部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ主幹   田島 幸雄 

収集管理事務所長   斎藤 洋一 

収集管理事務所主幹  古瀬 力 

電話  環境ｸﾘｰﾝ部資源循環推進課 04-2998-9146 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局 委員の交代（一井委員から鈴木委員へ）について説明が行われた。 

 

会長 委員のみなさまには、お忙しい中ご出席いただきましてありがとうございま

す。本日も円滑な進行にご協力をお願いいたします。 

 

事務局 傍聴者が１０名との報告が行われた。 

（傍聴者１０名入室） 

傍聴要領についての説明が行われた。 

 

配布資料（次第、資料１、資料２、資料３）の確認が行われた。 

 

引き続き、議事に入った。 

 

会長 議事（１）について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 議事（１）第３回審議会における主な意見と対応についてご説明させていた

だきます。 

 

資料２「第３回審議会における主な意見と対応」について説明が行われた。 

 

会長 資料２のご説明について、ご意見がございましたらお願いします。 

 

副会長 「見える化」について、どのように市民に伝えていくのかをお聞かせくださ

い。 

 

事務局 現在、所沢市では、啓発や広報等により市民のみなさまへごみの現状等をお

知らせしていますが、興味を持ってもらえるようなコンテンツも考慮しつつ、

ごみ量だけでなくごみの行方も「見える化」したいと考えています。 

 

会長 「見える化」という意味では、資料２の第３回審議会の意見で「市の規格の

指定袋を導入する等、市民が分別しやすいような仕掛けを市が用意することが

必要と思われる」とあります。有料化により市民の負担が増える側面もある一

方で減量効果もあります。指定袋のサイズでごみ排出量を容易に知ることがで

きたり、袋の透明性を高めることで、自分自身や収集作業者が分別状況をチェ

ックしやすいというメリットもありますので、非常に有益ではないかと思いま

す。 

他に何かご意見ございますか。 
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委員 私の地域では、ごみ集積所に電池回収用のカゴ（自転車のいらなくなったカ

ゴを利用）を置いており、以前はごみの中に電池がたくさん混入していました

が、今は大きく減少しました。また、カメラを設置し、域外排出がないかを確

認しています。 

きちんとした集積所の整備を計画に取り入れていただけると有難いです。自

治会が行っている集積所の整備などを行政が支援したり、環境推進員や地域・

町内会等と一緒に取り組んだりしていくことをお願いしたいと思います。 

 

会長 所沢市の清掃事業概要には、他自治体の清掃事業概要にはないような資料が

いくつかあり、集積場設置の基準も非常に詳しく掲載されています。所沢市の

場合、行政に相談すれば、かなりきちんと対応していただけると思います。 

環境推進員の立場から何かご意見ございましたらお願いします。 

 

委員 環境推進員ということもありますが、先程の「見える化」の件について、例

えば、収集した燃えるごみやびん・かんの量の前年比等を、市民体育館等に表

示したりすると、ごみが減っているのか、あるいは増えているのか、市民も把

握しやすいと思います。 

 

会長 収集業務の立場からお願いします。 

 

委員 収集業務をしていて、非常に気になるところとして、危険物等の廃棄があり、

バッテリーやマッチ、ライターの混入が原因で火災が起きたりします。排出時

に基準を守っていただくことはもちろんですが、一緒に不適物に対する確認、

指導ができると、収集しやすくかつ安全に業務ができると思います。 

 

会長 他に、分別や「見える化」という観点で、ご意見がございましたらお願いし

ます。 

 

委員 現在の市民や事業者の分別状況について、所沢市としてどのようにお考えで

しょうか。 

分別については、分別が分からない人に対して、どのように定着させていく

かが重要だと思っています。今は、一定の水準を保っており、それを維持して

いくのかなど、何を目指すかで、施策の進め方が大きく変わると思います。 

 

事務局 現状、ごみの分別は、概ね守っていただいていると思いますが、一部、電池

やスプレー缶等が、他のごみに混入しており、クリーンセンターや収集車で火

災が発生することがありますので、できるだけ危険なものが混入しないように

していければと思います。 
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会長 事業系の分別指導については、清掃事業概要の 112ページをご覧ください。

清掃工場で、収集運搬許可事業者の車に対し抜き打ちでごみのチェックを行

い、問題がある場合、ドライバーに注意したりしますが、ここでは搬入時の検

査指導と処分基準について書かれています。 

他にいかがでしょうか。 

 

委員 例えば、牛乳パックは、燃えるごみの日とは別の日に別の場所へ持っていか

なければなりません。共働きの若い世代等はそれが大変で、燃えるごみに入れ

てしまうこともあるようです。牛乳パックや雑がみ等もうまく仕分けて燃える

ごみの日に出せるようになるといいのかなと思いました。 

 

会長 簡単に取り組んでいけるような枠組みが用意されるといいですね。 

 

委員 市では、市の指定回収業者、自治会・町内会、市役所の三者が契約して資源

回収をしていますが、手続きが分からないこともあります。高齢者や一人暮ら

しの方、マンションや団地の方々にも分るように、もっと PR して資源回収を

進めれば、市民にとっても有益ですし、その結果、ごみが減ることになります。

また、資源になるものを捨てている方も相当いますので、ぜひ、資源になるも

のは分別して資源にしていければと思います。 

 

副会長 やはりライフスタイルや生活環境によって、ごみの出し方・考え方・意識に

は差があると思います。そういう方々に、どうやってごみの現状、分別方法を

伝えていくかが市の役割だと思います。市民の意識をどのように誘導するかを

検討していただき、この計画に取り入れていただきたいと思います。 

 

委員 資料２、1.1で、市の対応の欄にある「ごみや資源についても目標を設定す

る」は、資源になり得るものも減らしていくという意味でしょうか。例えば、

有料化になったことで、食品トレイを買ったお店で洗わないまま捨てる人がい

て問題になっていると聞きました。トレイ等は、洗えばプラスチックとして資

源になると思いますが、そういうものも減らしたいということでしょうか。 

 

事務局 まずは全体的にごみの排出量を減らしていくことが第一だと考えています。

ごみとなるものを減らし、資源についてもできるだけ分別し、トレイや牛乳パ

ック等、スーパー等の回収拠点に持って行くようにすれば、家庭から排出する

ごみの量も減り、市が処理する量も減少します。自宅から出てくるものをでき

るだけ減らすということで指標を作り、市民や事業者、市全体として計画して

いくこともひとつの方法と考えています。 

 



 

5 

会長 貴重なご意見をいろいろと頂戴して、事務局の方で参考にしていただければ

と思います。 

それでは、議事（２）について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 議事（２）一般廃棄物処理基本計画についてご説明させていただきます。 

 

資料３「基本理念、基本方針、施策、目標」について説明が行われた。 

 

会長 ご質問・ご意見があれば、お願いします。 

 

副会長 計画の体系図を見ると、全体の基本方針として人の育成が入っていますが、

施策１－２ リサイクルの推進（１）分別の徹底による資源化にある「環境教

育・環境学習機会の充実」は、全体の施策に関係することかと思います。ごみ

減量に関しても、教育や体験学習が必要ですので、全体における普及啓発、環

境教育、環境学習機会の充実等、小出しにした方がいいのではないかと思いま

した。 

 

事務局 環境教育、環境学習は様々な施策に関係すると思いますので、他の施策にも

関連するよう構成を考えていきたいと思います。 

 

副会長 前期の審議会で議論した有料化について、例えば、市民の意識の情勢によっ

て有料化が合意できた時等には有料化を導入する等、基本計画の中に特記事項

のような形で示しておく方がいいのではないかと思いました。 

 

事務局 有料化については、審議会からの答申の内容として、あるいは基本計画の内

容として記載するか判断する必要がありますが、審議会の委員の方々のお考え

に基づきますので、ご意見をいただければと思います。 

 

副会長 ぜひ、基本計画の中に一文でも盛り込んでいただくと良いと思います。 

 

会長 推進施策 ３ ごみの適正な処理の推進、３－１、（１）ごみ減量・資源化の

推進、市民のごみ減量・資源化の推進の具体的施策として、「ごみ有料化制度

をはじめとするごみ減量・資源化方策の推進」という形で出てきており、“検

討”でなく“推進”ということで、少し踏み込んだ表現になっていると思いま

す。 

 

委員 この計画の施策ごとの指標の中にも食品ロスについて書かれていますが、食

品ロス削減推進計画との関係性について教えていただけますか。 
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事務局 食品ロス削減推進計画につきましては、既に策定している自治体も多くあ

り、埼玉県の第９次埼玉県廃棄物処理基本計画の中にも記載されています。 

所沢市の現行計画にはまだ記載されていませんが、ごみの減量を考える上で

食品ロスの削減は重要なため、ぜひ審議会の中でもご議論いただき、計画の中

に位置づけていければと考えております。 

 

会長 食品ロス削減計推進計画を策定するにあたっては、食品ロスの組成調査及び

市民意識が重要です。前回のアンケート調査の中に、食品ロスの項目はありま

したか。 

 

事務局 昨年度のアンケートで食品ロスを減らす取り組みについてお聞きしており

ます。また、ごみの組成分析もしているので、これらを基に計画を作っていき

たいと思います。 

 

委員 計画書について、必要な内容や所沢市特有の状況に応じた内容は盛り込まれ

ていますので、市民の方が読みやすいような構成が大事だと思います。 

また、特に重要なのは子ども達に意識していただくことです。ごみ問題につ

いて、子ども達に楽しく一生懸命取り組んでもらえるような仕組み等を、学校

等と連携しながらとり入れていくことも大事だと思います。 

 

委員 リデュース・リユースの推進ということで、例えば、ごみを１年間に 100kg

削減する等のようにシンプルな伝え方をすると市民も事業者も取り組みやす

いと感じました。具体的に何をするかまで落とし込めると素晴らしい計画にな

ると思います。 

 

委員 ２－１（２）ごみ焼却施設の適正な維持管理についてですが、ごみが減ると、

燃やす量も収集車両の台数も少なくなり CO2の発生も減らせます。また、１－

２のプラスチック対策についても、プラスチックを燃やさないことによって

CO2の抑制につながりますので、計画の中で啓発できると良いと思います。 

例えば、市民や事業者にキーワードを募集し、「所沢の一歩から始まる脱温

暖化」のようなスローガンを掲げて取り組むと、市民が参加しやすいと思いま

す。 

 

会長 事務局から何かお考えがありましたら、お願いします。 

 

事務局 ご意見の通りで、ごみの減量化によって CO2が減る、プラスチックを減らせ

ば CO2排出量が減少します。所沢市マチごとエコタウン推進計画でも CO2削減

の施策を掲げておりますので、整合を図りたいと思います。 
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副会長 衣類の廃棄量も多いと思います。シェアやサブスクで服を借りる等、多様な

IT サービスがあります。物を所有しないというライフスタイルも、ごみを減

らす手段のひとつだと思いますので、新しい世代に向けての対策を入れてもい

いと思います。 

 

委員 資料３の９ページ、３ ごみの適正な処理の推進（２）不法投棄・資源物持

ち去りの防止について、交通安全の宣伝カーのように、地区ごとに小さな車で、

ごみに関する PR・広報をすると、市民意識も向上すると思います。 

 

委員 広報について、市内の人材を活かして動画を作成する等、若い人のアイデア

を取り入れた広報を考えても良いと思います。高校生くらいの年齢の市民に募

れば、多くのアイデアが出てくると思いますので、ぜひ連携して取り組んでみ

てはいかがでしょうか。 

 

会長 貴重なご提案、ありがとうございました。ご検討いただければと思います。

事務局からいかがですか。 

 

事務局 多くのご意見を賜わり、非常に参考になりました。 

各地域での PR につきましては、環境推進員とも協力しながら、いろいろな

ことをできればと思います。市内の人材活用や学生さんのアイデアを採用した

PR 等についても、学校側と連携をしつつやれることを探っていきたいと思い

ます。 

 

会長 それでは、議事（３）について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 議事（３）その他についてご説明させていただきます。 

 

次回の審議会について説明が行われた。 

 

会長 以上で本日の議事は全て終了になります。ご協力いただき、ありがとうござ

います。 

閉会のご挨拶を副会長よりお願いいたします。 

 

副会長 みなさま、年末のお忙しい中お集まりいただき、ありがとうございます。今

後とも、所沢市の廃棄物の減量について、みなさまのお知恵や忌憚のないご意

見をいただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

会長 それでは、進行を事務局へお返しいたします。 
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事務局 長時間に渡りご審議いただき、ありがとうございました。 

次回は、本日いただいた様々なご意見を踏まえた基本計画案をお示しできれ

ばと考えております。 

本日は、お忙しい中ご出席いただきまして、ありがとうございました。みな

さま、よいお年をお迎えください。 

 

 


